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	応用
	抗原情報
	背景
	SRYボックス9（SOX9）ホモ・サピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、HMGボックスクラスのDNA結合タンパク質の他のメンバーとともに、CCTTGAG配列を認識する。軟骨細胞の分化に作用し、ステロイド生成因子1と共に抗ミュラー管ホルモン（AMH）遺伝子の転写を制御する。欠損は、しばしば性転換を伴う骨格奇形症候群であるカンポメリック異形成症を引き起こす。[RefSeq提供、2008年7月]、疾患：SOX9の欠陥はカンポメリック異形成症（CMD1）の原因である[MIM:114290]。CMD1は、まれでしばしば致死的な、優性遺伝性の先天性骨軟骨異形成症であり、罹患した核型男性の3分の2で男性から女性への常染色体性転換を伴う。新生児疾患で、先天的な長骨の弯曲および屈曲、異常に小さい肩甲骨、骨盤および脊椎の変形、および肋骨欠損を特徴とする。口蓋裂、小顎症、扁平顔、眼間開離などの頭蓋顔面欠損がよくみられる。蝸牛、キヌタ骨、アブミ骨、鼓室など、耳の様々な欠損がしばしば認められる。多くの患者は、気管支軟骨の形成不全および胸郭の狭小化に起因する呼吸困難のため、出生直後に死亡する。,機能：正常な骨格発達において重要な役割を果たす。軟骨形成に関与する他の遺伝子の転写因子として作用することにより、それらの遺伝子の発現を制御する可能性がある。,類似性：HMGボックスDNA結合ドメインを1つ含む。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達、転写、ドメインファミリー、HMGボックス、神経科学、神経プロセス、神経発生、発生ファミリー、幹細胞、系統マーカー、外胚葉、神経幹細胞、細胞内、間葉系幹細胞、軟骨形成、神経堤幹細胞、発生生物学、生殖、性別決定、胎盤発達、系統指定、外胚葉、器官形成、骨格発達、骨
	画像データ
	

	SOX9抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	SOX9抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	PBS 60%処理した293細胞ライセートのSOX9抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングした。
	

	ラット肺組織の免疫蛍光染色。1, Sox-9ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ラット肺組織の免疫蛍光染色。1, Sox-9ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ラット脾臓組織の免疫蛍光染色。1, Sox-9ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bのマージ。
	

	ラット脾臓組織の免疫蛍光染色。1, Sox-9ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bのマージ。
	

	1：2000 に希釈した Sox-9 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタン ブロット分析。

